
昭
和
六
十
二
年
度
大
会
の
概
況
日
本
思
想
史
学
会
昭
和
六
十
二
年
度
大
会
は
、
十
月
二
十
四
日
（
士
）
・
十
月
二
十
五
日
（
日
）
・
十
月
二
十
六
日
（
月
）

の
三
日
間
に
わ
た
り
、
九
州
大
学
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

第
一
日
は
、
公
開
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
演
者
と
演
題
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

心
・
技
・
体
の
思
想

即
鮴
鮒
雛
搬
鮮
轄
維
搬
源
了
圓
氏

儒
教
の
思
想
的
展
開
に
つ
い
て
の
一
考
察
ｌ
簡
易
化
の
問
題
Ｉ
九
州
大
学
名
誉
教
授
岡
田
武
彦
氏

講
演
終
了
後
、
総
会
が
行
わ
れ
、
事
務
局
よ
り
昭
和
六
十
一
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
事
務
局
よ
り
昭

和
六
十
二
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
事
務
局
案
通
り
決
定
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
は
か
た
に
お
い
て
懇
親
会
が
催
さ
れ
た
。

第
二
日
は
、
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
発
表
者
は
次
の
諸
氏
で
あ
る
。

１
、
神
道
思
想
と
「
死
」
の
問
題
国
学
院
大
学
安
蘇
谷
正
彦

２
、
旧
事
大
成
経
に
関
す
る
一
考
察
東
京
農
業
大
学
小
笠
原
春
夫

３
、
出
口
延
佳
の
神
道
観
ｌ
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
と
の
合
致
点
Ｉ
小
山
息
子

４
、
松
下
見
林
の
神
道
観
皇
学
館
大
学
大
学
院
福
井
款
彦

５
、
空
海
に
お
け
る
太
陽
と
月
中
央
大
学
大
学
院
米
田
達
也

６
、
平
安
貴
族
の
仏
教
信
仰
ｌ
特
に
摂
関
期
に
お
け
る
信
仰
形
態
の
変
遷
に
つ
い
て
Ｉ
大
正
大
学
大
学
院
三
橋
正

７
、
中
世
仏
教
者
と
夢
筑
波
大
学
大
学
院
カ
ラ
ム
・
ハ
リ
ー
ル

８
、
「
さ
坐
め
ど
と
」
に
お
け
る
心
敬
の
仏
教
受
容
東
北
大
学
大
学
院
菅
基
久
子

９
、
古
代
祝
詞
の
思
想
国
学
院
大
学
三
橋
健

蛆
、
日
本
国
の
成
立
昭
和
薬
科
大
学
古
田
武
彦

Ⅱ
、
吾
妻
鏡
に
お
け
る
北
条
時
頼
像
に
つ
い
て
東
北
大
学
大
学
院
市
川
浩
史

岨
、
「
東
照
大
権
現
縁
起
」
の
天
皇
観
東
北
大
学
大
学
院
曽
根
原
理

：
｜

‐
；幸

一
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八



ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ

焔
、
近
世
中
期
に
お
け
る
「
自
然
」
の
共
同
性
ｌ
宣
長
「
物
の
哀
」
論
に
つ
い
て
Ｉ

ｕ
、
幕
末
国
学
に
お
け
る
政
治
思
想
の
一
形
態
ｌ
大
国
隆
正
の
天
皇
総
帝
論
ｌ

巧
、
和
辻
倫
理
学
に
お
け
る
古
代
に
つ
い
て

焔
、
山
鹿
素
行
に
お
け
る
性
善
説
の
取
り
扱
い

Ⅳ
、
貝
原
益
軒
の
健
康
教
育
思
想

肥
、
本
多
利
明
の
商
業
観
ｌ
朴
斉
家
に
て
ら
し
て
Ｉ

岨
、
佐
藤
一
斎
の
思
想
形
成

別
、
横
井
小
楠
ｌ
学
問
方
法
と
政
治
論

別
、
小
楠
に
お
け
る
士
道
観

配
、
玉
利
喜
造
と
佐
藤
信
淵

羽
、
大
西
祝
と
「
目
的
論
的
進
化
論
」

第
三
日
は
、
福
岡
市
内
、
太
宰
府
、
秋
月
、
久
留
米
へ
の
見
学
旅
行
が
行
な
わ
れ
た
。

家
政
学
園
高
校

皇
学
館
大
学
大
学
院

東
京
大
学
大
学
院

久
留
米
工
業
大
学

九
州
女
子
大
学

大
阪
大
学
大
学
院

東
北
大
学
大
学
院

国
士
館
大
学

岩
手
大
学

東
北
大
学
大
学
院

平藤中楢中許大立頼松山

一
○
九

庭花住浦下山原佛原村

光光久孝安晃茂

洋暹仁俊宏会美均子修夫


